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 図に示すような乾燥砂地盤からなる台形断面をもつ斜面(傾斜角β(rad)，高さH(m))の常時と地震時における安定問題
を考える。下記の文中の空欄を適切な文字式または数字で埋めなさい。なお，この乾燥砂の乾燥単位体積重量γｄ(kN/m3)，
有効粘着力 c’=0，内部摩擦角φ’，地盤の奥行きは1(m)，重力加速度g(m/s2)とする。 
1.Figure1(a)に示すような常時における斜面の安定問題を考える。水平面からの傾斜角α(0<α<β<π/2)の直線すべり面
BCに沿って，斜面が破壊するかどうか検討する。 

(1) 直線すべり面BC上の土塊ブロックABCの自重Wはγd，H，α，βを用いると， 
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 (2)自重Ｗによってすべり面BC上に作用する垂直有効応力σ1’，せん断応力τ1はγd，H，α，βを用いると，それぞ
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(3)すべり面BC上におけるせん断応力τ1に対する砂のせん断強さτf1の比で定義される，この斜面の常時における安

全率Fs1はαとφ’を用いると，Fs1=τf1/τ1= αϕ tan/tan ′  である。  

2.Figure1(b)に示すような水平震度 kの地震時における同じ斜面の安定問題を考える。水平面からの傾
π/2)の直線すべり面BCに沿って，斜面が破壊するかどうか検討する。 

(1)水平震度kの時，斜面内の砂が受ける水平方向加速度 a= gk ⋅  (m/s2)である。 

 (2)水平方向加速度 aによって土塊ブロックABCの重心Gに作用する左向きの慣性力 kWが作用す

性力によってすべり面 BC上に作用する垂直有効応力σ2’，せん断応力τ2はγd，H，α，β，kを用

次のようになる。  σ2’= ααα
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(3)水平方向加速度 aによって土塊ブロックABCの重心Gに作用する左向きの慣性力kWが作用する

上におけるせん断応力τ2に対する砂のせん断強さτf2の比で定義される，この斜面の地震時における

φ’，kを用いると，Fs2=τf2/τ2= ϕ
αα
αα ′⋅

+
− tan

cossin
sincos

k
k

である。＝ ϕ
α

α ′⋅
+

⋅− tan
tan

tan1
k

k
 

3.以上の結果をもとに，Fs1/Fs2=2 となるような地震時の水平震度 k’はαを用いると，k’=
1+

である。たとえば，α=π/6とするとk’= 0.3465/3 ≒ である。  
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